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パ ネ ル

見
え
る

宗
教
教
育

・

見
え

な
い

宗
教
教
育

　
　

−
宗
教

教
育
再
考

−

代
表
考

・

司
会
　
山
中
　
弘

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
土

屋
　
博

海
外
の

公
教
育
に

お

け
る

　
　

宗
教
教
育
の

現
状
と

日

本
へ

の

示
唆

藤

　
原

　
聖

　
子

　
政
教
分

離
制
下
の

公

教
育
に

お

け
る

宗
教
の

位
置
に

つ

い

て

は
、

原
理

的
に

ど

う
か

と
い

う
こ

と
、

現
実
に

ど

う
か

と

い

う
こ

と

の

間
に

乖
離
が

見
ら

れ
る

。

す
な

わ
ち、

一

方
で

は
、

価
値
教
育
（
価
値
に

関
わ

る

教

育）

は
、

リ

ベ

ラ

ル

な

教
育
方
法
（
自
律
的
判
断
の

た
め

の

反

省
的
な
思

考
力
を

育
成）

を
と

る

な

ら
ば、

公
教
育
で

も
可

能
と
い

う
理

解
が

国
内

外
の

教
育
界
に

広
が
っ

て

い

る
。

こ

れ
に

従
え
ば

、

哲
学
的
・

倫
理
学
的

な

観
点
か

ら

授
業
で

宗
教
を
題
材
に

と

り
あ
げ
る
こ

と
は

公
立

校
で

も
可

能
で

あ
る

。

だ
が

他
方

、

日

本
の

学
校
現
場
で

は、

宗

教
的
情
操
教
育
は

も
ち

ろ
ん
の

こ

と、

宗

教
知

識
教
育
で

す
ら、

「

宗
教
」

を

前
面
に

出
す

と

警
戒
心
を

持
た

れ

る

の

が

現

状
で

あ
る

。

　
こ

の

状
況
下
で

小
〜
高
校
の

公

教
育
に

宗
教

学
か

ら

積
極
的
に

ア

プ

ロ

ー

チ

す
る

と

す

る

な

ら、
「

宗
教
」

の

言
葉
を
一

度
脇
に

置
き

、

教
育

学
・

教
育
界
と

共
同
で

推
進
で

き
る

部
分
に

と
り
く
み、

そ

の

上
で

宗
教

学
固
有
の

問
題
・

貢
献
に

つ

い

て

も

検
討
す
る

方
が

実
現
可
能
性
は

高
い

の

で

は
な
い

か

と

考
え
ら
れ
る

。

近

年
脚
光
を
浴
び
て

い

る

価

値
教
育
に

は
、

市
民

性
教
育、

異

文
化
間
教
育

（

国
際
理

解
教

育
）

、

思

考
力
を

育

て

る

教
育

、

キ

ャ

ラ
ク
タ
ー
・

エ

デ
ュ

ケ
ー
シ

ョ

ン

等
が

あ
る
（
そ

れ

ぞ

れ

欧
米
圏
の

教

育
理
論
・

実
践
か

ら

影
響
を

受
け
た
も

の

で

あ
る）

。

そ

れ
ら

の

教

育
学
・

教

育

界
内
の

推
進

派
に

働
き

か

け、

協
力
体
制
を

作

り、

そ
の

教
育
の

な
か

で

宗

教
を
と

り

あ
げ
る

必
要
性
や

ノ

ウ

ハ

ゥ

に

つ

い

て

提
案
し

て

い

く
と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

　
た
と

え
ば
、

市
民
性
教

育
・

異
文

化
間
教
育
・

国
際
理
解
教
育
で

あ
れ

ば
、

多
文
化
共
生
の

た

め

の

宗
教
教

育
の

必
要
性
を

訴
え

る

こ

と

が
で

き

る

だ
ろ

う
。

そ

れ

は
、

宗
教
知
識
教

育
に

留
ま

ら

な
い

、

信
教
の

自
由
に

関
す
る

権
利
・

義
務
の

理
解
や、

情
報
判
断
力、

課
題
解
決
力
と

し

て

の

宗
教
リ
テ

ラ

シ

ー

教
育
と

し

て

考
え
る

こ

と

が
で

き
る

。

思

考
力
を
育
て

る

教

育
で

あ
れ

ば
、

論
理
的
・

創
造

的
思
考
力
の

教
育
に

宗

教
哲
学
や
宗

教
学
の

知
見
を

活
か

す
こ

と

が

で

き
る

だ
ろ

う
。

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー
・

エ

デ

ェ

ケ

ー
シ

ョ

ン

で

あ
れ
ぼ

、

「

人

間
の

力
を

超
え
た

も

の

に

対
す
る

畏
敬

の

念
」

な
ど

の

情
操
概
念
を

、

キ
ャ

ラ

ク

タ

ー

（

世
俗
的
ボ

キ

ャ

ブ

ラ

リ

ー
で

表
現
さ

れ

う
る

徳
目）

に

分
解
で

き
る

か

を

検
討
す
る
こ

と
か

ら

出

発
す
る
こ

と

に

な
る

だ
ろ

う
。

　
発
表
で

は、

こ

の

う
ち

市
民
性
教

育
・

異
文
化
間

教
育

・

国
際
理
解
教

育
と

の

コ

ラ

ボ

レ

ー

シ
ョ

ン

の

可
能
性
を、

教

育
界

側
の

専
門
家
へ

の

イ

ン

タ
ヴ
ュ

ー

と
、

欧
州
で

の

実
践
例
に

も
と
づ

き

検
討
す
る
。

得
ら

れ

た

示
唆
は、

総

合
的
学
習
の

時
間
に

お

い

て

実
現
可
能

性
が
あ
る

こ

と、

そ

の

際、

「

異

文
化
問
教

育
の
一

種
で

あ
る
・

そ

の
一

部
で

あ

る
」

と

す
る

よ

り
も

「

異

文
化
理

解
の

幅
を

広
げ

る
」

も
の

と

し

て

宗
教
に

つ

い

て

学

ぶ

必
要
性
を
示
す

方
が

意
義
を

認
め

ら
れ
や
す
い

こ

と
、

構
成
的
な

学
習
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観
に

立
ち、

知
識、

ス

キ

ル
、

態
度
（

知
識
と

ス

キ
ル

を

「

具
体
的
に

活

用
」

す
る）

の

三

つ

の

学
習
を
ダ
イ
ナ

ミ

ッ

ク

に

循
環
さ
せ

る

こ

と
、

到

達
目
標
を
「

寛
容
」

の

よ

う
な
キ

ー

ワ

ー

ド
で

わ
か

り
や
す
く

明
示
し
、

リ
ソ

〜

ス

を
つ

け
て

単
元

化
す゚

る
こ

と
な
ど
で

あ
る
。

　
さ

ら

に
、

市
民

性
教
育
・

異
文
化
問
教

育
と

宗
教
教
育
の

接
点
か

ら

見

え
て

く
る

の

は
、

異
文
化
理

解
教
育
と

「

い

の

ち

の

教
育
」

的

教
育
の

距

離
の

近
さ

で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

教
育
は
理

念
型

的
に

は

分
け
る
こ

と

が
で

き
、

ま
た

し

ば
し

ば

相
反
す

る
も

の

と

し

て

と

ら

え
ら

れ
て

き

た
。

だ

が
、

「

い

の

ち
の

教

育
」

の

な
か

で

「

ど
こ

で
一

線
を

越
え
る

か

の

判

断

が
、

他
者
と
違
う

場
合
に

ど
う
す
る

か
」

と

い

う

問
い

が

出
る

な
ら
ば、

そ

れ

は

「

多
様
な

社
会

グ
ル

ー

プ

に

お

け
る

人

間
関
係
形

成
能

力
」

（
P

ISA

型
学
力
の

キ
ー
・

コ

ン

ピ

テ

ン

シ

↓

を

育

成
す
る

異
文
化
間

教

育
に

結
び
つ

く
の

で

あ

る
。

他
方

、

注
意
点
と
し

て

は
、

「

な

ぜ

か
」

の

説
明
に

お

い

て

「

宗
教
」

概
念
に

還
元
せ

ず、

か

つ

生
徒
に

わ

か

る
よ

う

な
表
現
を

試
み
る
こ

と
、

ま

た

ス

テ
レ

オ

タ

イ
プ
を

自
ら
継
続
的
に

修
正

す
る
よ
う
な

学
習
態
度
の

育
成
に、

現
場
の

教
師
を

巻
き
込
み

、

大
学
教

育
に

も
適
用
し
つ

つ

取
り

組
む

こ

と

が

あ
げ
ら
れ
る

。

公

認
宗
教
制
の

中
の

宗
教
教
育

　
　

ー
タ
イ
に

お

け
る

公
教

育
の

事
例
か

ら

ー

矢

　
野

　
秀
　
武

　
一
　

は

じ

め

に

　

本
報
告
で

は
、

公
認
（

宗）
教
制
を
取
り
入
れ
て

い

る
国
の

事
例
と

し
て

タ
イ
に

注

目
し

、

公
教
育
に

お

い

て

宗
教
教
育
と

り
わ

け

仏
教
の

教
育
が

ど
の

よ
う
に

な
さ

れ
て

い

る

の

か

と

い

う
点
に

つ

い

て

事
例
紹
介
と

考

察

を
行
な
う

。

　

ニ

　
タ
イ

の

公
教
育
に

お

け
る

仏
教
教
育
の

多
様
性

　

タ
イ
の

公
教

育
に

お

い

て

宗
教
教
育
と

り
わ

け
仏
教
教
育
は

多
様
な
形

態
を

有
し
て

い

る
。

ま

ず
、

世
俗
の

国
公
立
学
校
に

お

け

る

宗

教
教
育
が

あ
り

、

週
に

二

時
間
（
年
間
八
〇
時
間）

の

学
習
時
間
が
設
け
ら
れ
て

い

る
。

内
容
も、

知

識
面
だ

け

で

は

な

い
。

信
仰
心
を

育
む

こ

と

や、

そ

れ

を

社
会
的
に

応
用
す
る

面
が

見
ら
れ

る
。

　

第
二

に

主
と

し
て

僧
侶
向
け
の

学
校
で

あ
る

教
学
学
校
も、

設
立
と

運

営
が

当
初
は

文

部
省、

現
在
は

国
家
仏
教
庁
と

な

っ

て

お

り、

運
営
資
金

も

相
当
程
度
が

国
家
予

算
か

ら
支

出
さ

れ
て

い

る
。

こ

の

教
学
学
校
は
、

地
理

的
・

経
済
的
な
問
題
を

抱
え、

中
学
や

高
校
へ

進
学
が

で

き

な
い

男

子
生

徒
へ

の

代
替
教

育

と
な
っ

て

お

り、

教
学
や
パ

ー

リ

語
だ

け
で

な

く、
　一

般
教

育
部
門
も
設
け
ら
れ
て

い

る
。

　

第
三

に、

日

曜
仏
教
教
育
セ

ン

タ
ー
と

呼
ぼ
れ

る

教
育
機
関
が

あ
る
。

こ

の

教
育
施

設
は、

マ

ハ

ー
・

チ
ュ

ラ
ー

ロ

ン

コ

ー
ン

仏
教
大
学
の

日

曜

仏
教
学
校
プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト
と

し
て
一

九
五
八

年
か

ら
始
ま

っ

た

も
の

で
、

86（1178）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


